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【目的】当センターの調査では福井県の散発下痢症患者由来大腸菌において，基質特異性拡張型βーラクタマーゼ（ESBL）産生菌は2004年分離株で確認されて以来，毎年1～6％の頻度で検出されている．今回，昨年福井県で分離されたヒトおよび鶏肉由来のESBL産生大腸菌の血清型，薬剤感受性およびβ-ラクタマーゼ遺伝子型タイピングを調べ，昨年に引き続き両者の比較を行った．
【方法】セフォタキシム（CTX）に耐性または中間の感受性を示す2004年～2008年のヒト由来大腸菌25株と、同じく2007年～2008年に分離した国内外の市販鶏肉由来大腸菌100株について血清型を調べ，CTX-M-1，CTX-M-2，CTX-M-8およびCTX-M-9 各groupのESBL遺伝子型別をPCR法で行った．いずれかのCTX-M groupに該当したヒト由来22株および鶏肉由来36株については，Kirby-Bauer法により12種類の薬剤感受性を調べ，セフェム系およびフルオロキノロン（FQ）系薬剤は計6種類について最小発育阻止濃度を測定した．
【結果】ヒト由来22株のうちCTX-M-1 groupが1株，CTX-M-2 groupが3株およびCTX-M-9 groupが18株で，血清型はO1が11株，O25が4株およびO86aが3株で，この3種血清型が82％を占めた．鶏肉由来36株のうち，CTX-M-1 groupが7株，CTX-M-2 groupが15株，CTX-M-8 groupが1株およびCTX-M-9 groupが13株で，O血清型が判明したのは13株でO78およびO103が各3株，O8およびO153が各2株であった．FQ系薬剤に耐性を示す株は前者で55％，後者で44％確認された．
【考察】ヒト由来株ではCTX-M-9 group が82％，鶏肉由来株ではCTX-M-2 group が42％を占めた．また，従来から高いFQ耐性率を示し、かつ世界的にもCTX-M 型ESBL産生大腸菌として注目されているO25が2008年のヒト由来株で3株確認されるなど，公衆衛生上憂慮すべき結果と思われた．（非学会員共同研究者：永田暁洋，山崎史子：福井衛環研）
